


平成29年
度  健康保険組合全国大会

迫る超高齢社会！皆保険の存続へ改革断行!!迫る超高齢社会！皆保険の存続へ改革断行!!
－優れた保険者機能を発揮し、我々が皆保険を守る－

決　

議

　

世
界
に
誇
る
わ
が
国
の
皆
保
険
制
度
は
、
加
速
度
的
に
進
行
す
る
超
高
齢
化
と
継

続
す
る
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
特
に
保
険
財
政
の
面
か
ら
大
き
な
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
、
わ
れ
わ
れ
健
康
保
険
組
合
も
、
増
え
続
け
る
拠

出
金
負
担
に
よ
り
財
政
が
圧
迫
さ
れ
、
そ
の
存
続
さ
え
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　

健
保
連
が
行
っ
た
将
来
推
計
で
は
、
２
０
２
５
年
度
に
は
国
民
医
療
費
が
現
在
の

１
・
４
倍
、
約
58
兆
円
ま
で
増
加
し
、
特
に
高
齢
者
医
療
費
は
こ
れ
以
上
の
伸
び
を

示
す
と
見
込
ま
れ
る
。
現
在
、
高
齢
者
医
療
費
へ
の
拠
出
金
が
加
入
者
に
対
す
る
法

定
給
付
費
を
上
回
る
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
健
康
保
険
組
合
が
多
数
あ
る
中
で
、
２

０
２
５
年
度
に
は
組
合
全
体
で
拠
出
金
割
合
が
50
％
を
超
え
る
異
常
な
事
態
が
発
生

す
る
。
ま
た
、
こ
の
間
に
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
は
約
18
万
円
も
増

加
し
、
現
役
世
代
の
負
担
は
限
界
を
超
え
る
水
準
に
達
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

国
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る
皆
保
険
制
度
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
役
世
代
の

負
担
を
軽
減
す
る
「
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
」
が
急
務
で
あ
る
。
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
必
要
な
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、
少
な
く
と
も
拠
出
金
負

担
割
合
に
50
％
の
上
限
を
設
定
し
、
上
限
を
超
え
る
部
分
は
国
庫
で
負
担
す
る
な
ど

の
具
体
策
を
講
じ
て
、
現
役
世
代
の
負
担
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
制
度
の
持
続
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
通
じ
て
医

療
費
全
体
の
伸
び
を
抑
制
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
に
対
し
て
は
、
実
効
あ

る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
断
行
を
強
く
求
め
る
。

　

わ
れ
わ
れ
健
康
保
険
組
合
は
、
自
主
・
自
立
の
組
織
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
、

事
業
主
と
の
連
携
の
も
と
、
加
入
者
の
実
態
に
沿
っ
た
き
め
細
か
い
健
康
保
持
・
増

進
、
疾
病
予
防
な
ど
の
保
健
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
な
ど
優
れ
た
保
険
者
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
、皆
保
険
制
度
の
中
核
を
担
う
保
険
者
と
し
て
制
度
を
守
り
ぬ
く
た
め
の
活
動
を
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
努
力
と
使
命
感
を
も
っ
て
粘
り
強
く
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
国
民
が
安
心
で
き
、
公
平
性
、
納
得
性
の
高
い
皆
保
険
制
度
の

実
現
に
向
け
た
抜
本
的
改
革
の
断
行
を
求
め
、
わ
れ
わ
れ
健
康
保
険
組
合
は
次
の
事

項
を
組
織
の
総
意
を
も
っ
て
こ
こ
に
決
議
す
る
。

一
、
拠
出
金
負
担
に
50
％
の
上
限
、
現
役
世
代
の
負
担
に
歯
止
め
を

一
、
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
の
早
期
実
現

一
、
実
効
あ
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
確
実
な
実
施

一
、
生
涯
現
役
社
会
を
目
指
し
、
保
健
事
業
等
の
積
極
的
な
推
進

拠
出
金
負
担
に
50
％
の
上
限
、現
役
世
代
の
負
担
に
歯
止
め
を

　

わ
が
国
の
医
療
費
は
、
人
口
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
よ

り
年
々
増
加
し
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
医
療
費
の
増
加
が
顕
著
で

あ
る
。
そ
れ
を
支
え
る
現
役
世
代
は
、
こ
の
過
重
な
負
担
に
よ
り
、

生
活
は
脅
か
さ
れ
、
も
は
や
限
界
を
超
え
て
い
る
。
公
平
性
、
納

得
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
拠
出
金
負
担
に
50
％
の
上
限
を
設
定

し
、
上
限
を
超
え
る
部
分
は
国
庫
負
担
と
す
る
な
ど
、
現
役
世
代

の
負
担
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
の
早
期
実
現

　

国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
医
療
保
険
財
政
の

安
定
化
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
制
度
の
維
持

は
お
ろ
か
制
度
の
破
綻
を
招
き
、
国
民
が
平
等
に
医
療
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
民
の
生
活
が
今
後
も
正

し
く
あ
り
続
け
る
た
め
、
さ
ら
に
将
来
世
代
の
た
め
に
も
、
現
役

世
代
の
負
担
軽
減
や
高
齢
者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
な
ど
、
高

齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
を
断
行
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
や
税
制
の
見
直
し
に
よ
り
必
要
な
財
源
を

確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

実
効
あ
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
確
実
な
実
施

　

増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
し
、
限
り
あ
る
医
療
資
源
を
効
率

的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
医
療
費
適
正
化
対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
。

過
剰
な
急
性
期
病
床
の
削
減
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
早
期

構
築
を
中
心
と
し
た
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
の
推
進
、
後
発
医

薬
品
の
更
な
る
使
用
促
進
な
ど
の
薬
剤
費
の
適
正
化
、
保
険
給
付

範
囲
の
見
直
し
な
ど
国
全
体
で
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
通
じ
て
医
療
費

の
伸
び
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。

生
涯
現
役
社
会
を
目
指
し
、保
健
事
業
等
の
積
極
的
な
推
進

　
「
生
涯
現
役
社
会
」
を
後
押
し
す
る
た
め
、健
康
な
高
齢
者
に
「
支

え
ら
れ
る
側
」
か
ら
「
支
え
る
側
」
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
保
険
者
は
前
期
高
齢
者
を
含
む
加
入
者
へ
の
保
健
事

業
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
健
康
保
険
組

合
は
、
自
主
・
自
立
の
組
織
と
し
て
、
事
業
主
と
連
携
・
協
力
し

て
加
入
者
の
実
態
に
沿
っ
た
き
め
細
か
い
健
康
保
持
・
増
進
、
疾

病
予
防
等
の
効
果
的
な
保
健
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
優
れ
た
保
険

者
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組
む
決
意

で
あ
り
、
こ
の
保
険
者
機
能
の
発
揮
に
効
果
的
な
健
康
保
険
組
合

を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

平
成
29
年
11
月
28
日

迫
る
超
高
齢
社
会
！
皆
保
険
の
存
続
へ
改
革
断
行
!!

̶
 

優
れ
た
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
、
我
々
が
皆
保
険
を
守
る ̶

 

平
成
29
年
度 

健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

　

平
成
29
年
11
月
28
日
、
東
京
・

丸
の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
て
「
平
成
29
年
度 

健
康
保
険
組

合
全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
健
康
保
険
組
合
か
ら
約

３
、５
０
０
人
が
集
結
し
、「
迫
る

超
高
齢
社
会
！ 
皆
保
険
の
存
続
へ

改
革
断
行
!!
」
を
副
呼
称
に
下
記

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。



花粉情報をチェックする

飛散の多いときは窓や戸を閉め、
不要な外出を控える

こまめに掃除をする
帰宅時は衣服や髪を払って入室し、
手洗いと洗顔、うがいを行う

外出時はマスク・メガネを使い、花粉のつきやすい服装を避ける

2,116円

4,672円



季節の健康

□
□
□

花粉症対策は、マスクのみで十分だと思う。

花粉症は症状が出てから薬を使い始めればいいと思う。

花粉症になったことがないので、とくに花粉症対策は必要
ないと思う。

　日本人の４人に１人以上が悩まされている

花粉症。もっとも患者数の多いスギ花粉は、

例年２～４月に多く飛散します。

　毎年つらい症状に悩んでいる人は、飛散前

からの対策で症状の軽減を図りましょう。
□
□
□

花

花

花

Check
こんなことが当てはまったら注意!

　花粉症の予防や症状の軽減には、体内に取り込む花粉の量を最小限に抑えることが大切です。今まで花粉症ではなかった人
でも、ある日突然発症するリスクがありますので、花粉症対策を行っておくと安心です。

　花粉が飛散する前に治療を開始すると、症状が出るのを遅らせ
たり、重症化を防ぐといわれています。毎年つらい症状が出る人
は、飛散開始の約２週間前に医療機関を受診し、医師に相談しま
しょう。
　また、重症の人には、アレルギーの原因物質を少量ずつ投与し
て体をスギ花粉に慣れさせていくアレルゲン免疫療法が行われる
こともあります。従来の皮下免疫療法（注射）に加え、舌下免疫
療法も導入されています。花粉の飛散が多いときに治療を開始す
ることはできず、２～３年の長期治療が必要ですが、花粉症を治
す可能性のある治療法であり、約 70％の患者で有効性が確認され
たとの調査報告もあります。

　花粉症の薬にもジェネリック医薬品があります。効きめ

や安全性は新薬と同等で、価格は２～７割に抑えられます。

●花粉症の薬も　　　　　　　　を選びましょう！

基本のセルフケア

毎年つらい症状が出る人は飛散前に受診しましょう

花粉情報をチェックする花粉情報をチェックする

環境省花粉観測システム（はなこさん）

飛散の多いときは窓や戸を閉め、飛散の多いときは窓や戸を閉め、
不要な外出を控える不要な外出を控える

こまめに掃除をするこまめに掃除をする
帰宅時は衣服や髪を払って入室し、帰宅時は衣服や髪を払って入室し、
手洗いと洗顔、うがいを行う手洗いと洗顔、うがいを行う

外出時はマスク・メガネを使い、花粉のつきやすい服装を避ける外出時はマスク・メガネを使い、花粉のつきやすい服装を避ける

鼻の中 結膜の上

マスクなし
メガネなし

1,848 個 791 個

通常のマスク
通常のメガネ

537 個 460 個

花粉症用マスク
花粉症用メガネ

304 個 280 個

素材 花粉付着率

ウール 980

化学繊維 180

絹 150

綿 100

半額以下になることも！

早めの対策で花粉症を乗り越えよう

http://kafun.taiki.go.jp

2,116円2,116円

4,672円4,672円

＊自己負担３割の人がアレルギー薬（フェキソフェナジン塩酸塩錠60mg）を1日２回

　４カ月間服用した場合の薬価のみの比較の一例です（平成 29 年10月現在）。

地域別、１時間
ごとの飛散量ま
でチェックでき
るのね！

出典：「的確な花粉症の治療のために（第 2版）」
出典：「花粉症環境保健マニュアル 2014」

◆鼻の中と眼に入る花粉数◆ ◆素材による花粉付着率◆

花粉のたまり
やすい窓のそ
ばや部屋のす
みなどは水ぶ
きがGOOD!

（綿を100とした場合）

ジェネリック

新  薬

あなたは大丈夫？

ジェネリック



覚えておこう！ うっかり の事例損

医
療
費
控
除
の
活
用
で
税
金
が
返
っ
て
く
る
！

　ご家族の分を含めて、１年間（１月から12
月まで）に自己負担した医療費が10万円（年
収200万円未満の場合は所得の5%）を超えた
とき、確定申告をすることで税金の一部が返っ
てきます。

　医療費控除の特例「セルフメディケーション税
制」により、ご家族の分を含めて、対象のOTC
医薬品を購入した額が１年間（１月から12月ま
で）で12,000円を超えたとき、確定申告をする
ことで税金の一部が返ってきます。

従来の「医療費控除」と「セルフメディケーション税制」を併用することはできません。
どちらがおトクになるか考え、ご自身で選択してください。

 医療費の自己負担分、治療のために購入した医薬品
（セルフメディケーション税制対象の医薬品も含む）
 合計が10万円を超えた場合（上限200万円）

 セルフメディケーション税制対象の医薬品のみ
 購入代が12,000円を超えた場合（上限88,000円）

注意点

支払った医療費が10万円を超えたら
医療費控除の申告を

スイッチOTC医薬品は
上手に使うと減税の対象に

　

家
族
で
か
か
っ
た
医
療
費
や
薬
代
が
一
定
額
を
超
え
た
と
き
、
税
金

の
一
部
が
返
っ
て
く
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
支
払
い
が
多
か
っ
た
方
は
、

上
手
に
活
用
し
て
家
計
の
節
約
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

ちょっと待って！

ちょっと待って！

夫が虫垂炎で入

院したり、私も

歯の治療に通っ

たり、最近医療

費にお金がかか

るなあ…。

●医療機関に支払った治療費
●治療のための医薬品購入費
●通院費用・往診費用
●入院時の食事療養等の費用
●歯科の保険適用外の費用（ホワイトニング等は除く）
●妊娠から産後までの診察・出産費用　　　　など

所得税や住民税を納めていて、
下記いずれかを受けている人。

○特定健診　　　○予防接種　
○定期健康診断　○人間ドック　
○がん検診　　　　　　　など

●健康診断や人間ドックの費用
●美容目的の整形や歯列矯正費用
●自家用車で通院する際のガソリン代や駐車料金
●ビタミン剤や体力増強剤など、治療のためでは
ない医薬品の購入費用

●インフルエンザ予防接種の費用　　　　　など

厚生労働省のホームページ（http://www.mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/0000124853.html）で確認できる
ほか、パッケージにある右のマークが目印です。対
象医薬品を購入すると、レシートに★や●などの印
がついています。後で対象医薬品の購入額を確認す
るためにも、レシートはまとめて保管しておくのが
おすすめです。

控除の対象となる費用

対象となる人

控除の対象とならない費用

対象となる医薬品

医療費控除

セルフメディケーション税制

※詳しくは最寄りの税務署へお問い合わせください。

確
定
申
告

※マークがついていない
　ものもあります。

確定申告は、住民票のある地域の
税務署またはe-Tax（http://www.
e-tax.nta.go.jp/）で行います。
確定申告の一般的な受付期間は、2
月16日から3月15日ですが、医
療費控除（還付申告）のみの場合
は１月から手続きが可能です。

申告の手続き

ど
ち
ら
か
選
択

忙しくて病院に

行けなかったか

ら市販薬を買っ

たけど、いろい

ろ買うと結構お

金かかるかも…。






